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二次医療機関・三次医療機関

紹介
医療・介護に関わる多職種

逆紹介

　桑名市在宅医療・
介護連携支援センター

病院

診療所・クリニック

患者さん

一次医療機関（かかりつけ医）

日常の診察

専門的な検査・
治療・入院

医
療
体
制
が
充
実
し
、
市
民
が
健
康　

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

５
年
後
の
こ
の
ま
ち
を
見
て
み
よ
う

地
域
医
療

　
団
塊
の
世
代
が
全
て
後
期
高
齢
者
と
な

る
2
0
2
5
年
に
は
、
医
療
や
介
護
の
需

要
が
急
増
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

口
減
に
よ
る
医
療
人
材
の
不
足
な
ど
も
懸
念

さ
れ
る
中
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
で
効
率

的
な
医
療
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

01
5
年
後
の

め
ざ
す
姿

地
域
住
民
に
必
要
な
医
療
を
確
保

課
題
は
？

取
り
組
み

　
桑
名
市
に
お
い
て
も
、
風
邪
や
け
が

な
ど
の
日
常
的
な
医
療
を
担
う
「
か
か

り
つ
け
医
」
な
ど
の
一
次
医
療
機
関
か

ら
、
専
門
的
な
治
療
を
行
う
二
次
医
療

機
関
、
よ
り
高
度
な
治
療
を
行
う
三
次

医
療
機
関
へ
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
専
門
的
な
治
療
が
終
了
し

た
場
合
に
は
、
二
次
医
療
機
関
な
ど
か

ら
一
次
医
療
機
関
へ
逆
紹
介
す
る
と

い
っ
た
、
医
療
の
役
割
分
担
と
連
携
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
病

状
に
応
じ
て
、
必
要
な
医
療
が
必
要
な

時
に
適
切
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療

機
関
の
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
と
適
切

な
医
療
機
関
の
受
診
に
つ
い
て
、
普
及

啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
誰
も
が
「
最
期
の
時
を
住
み

慣
れ
た
場
所
で
迎
え
る
」
と
い
う
選
択

が
で
き
る
よ
う
、
桑
名
市
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護

師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
職
な
ど

の
、
医
療
と
介
護
に
関
わ
る
多
職
種
の

連
携
を
深
め
、
地
域
で
生
活
し
な
が
ら
、

必
要
な
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ

目
な
く
受
け
る
こ
が
で
き
る
体
制
の
充

実
を
進
め
ま
す
。

●
継
続
的
で
安
定
し
た
救
急
医
療
を
提
供

す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
協
力
と

連
携
の
も
と
、
応
急
診
療
所
の
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
高
度
・
急
性
期
医
療
に
お
け
る
地
域
の

中
核
病
院
で
あ
り
、
災
害
発
生
時
に
は

医
療
救
護
の
中
心
と
な
る
災
害
拠
点
病

院
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
た
定
期
予
防

接
種
を
推
進
し
、
市
全
体
の
免
疫
水
準

を
維
持
し
ま
す
。

●
感
染
症
に
関
す
る
情
報
提
供
お
よ
び
正

し
い
知
識
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
で
は
、
医
師
会
や
保
健
所
、
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
P
C
R

検
査
の
実
施
や
感
染
患
者
受
け
入
れ
の

支
援
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
の
体
制
整
備
・
充
実

適
切
な
受
診
を
啓
発

医
療
と
介
護
を
つ
な
ぐ

感
染
症
の
予
防
・
ま
ん
延
防
止

整える防ぐ

SDGsとは、2030年までに
持続可能でよりよい世界を
めざす国際目標です。17の
ゴール・169のターゲット
で構成されています。市でも

「誰一人取り残さない」まち
づくりを進めていきます。

　
　

 
特
集 

桑
名
市
総
合
計
画
を
ひ
も
と
く

■ 医療の効率化と在宅医療体制の充実
　限られた医療資源を効率的に活用するため、一次、
二次、三次といった医療機関による役割分担と連携
が行われています。それぞれの役割に応じた医療が
効率よく提供されるよう、患者が病状に応じて適切
な医療機関を受診する必要があります。

　同時に、高齢化により、慢性的な病気で長期的な
治療が必要な人や医療と介護の両方を必要とする人
の増加が予想されていることから、
病気や介護が必要になっても住み
慣れた地域で自分らしく暮らすこ
とができるよう、在宅医療体制の
充実が求められています。

関係機関と設置したPCR検査センター

桑名市総合医療センターの健診センター

三次医療

二次医療

入院を伴わないような比較的
軽度な病気やけがを対象

診療所やクリニックでは治療できない
ような比較的専門の高い外来医療や
一般的な入院医療が対象

二次医療よりもさらに高度で
専門的な医療が対象

一次医療
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●住み慣れた地域で
自分らしく暮らし、
安心して生活を送
ることができる

●医療・介護・予防・
住まい・生活支援
の連携体制が作ら
れている

家庭

医療

住まい 予防

介護生活
支援

5

桑名市総合医療センターの新病院が完成
　専門外来や高度医療などを行う
体制が十分に整っていなかったこ
とから、特にがん患者や専門的な
治療を必要とする患者が市外の病
院へ入院や通院するということが
多く見られました。

過
去

この記事に関するお問い合わせは、秘書広報課へ（☎ 24-1492　  24-1119）

　平成 30 年 4 月に新病院の竣工、8 月には西棟など全て
の工事が完了しました。急性期医療、高度医療を担う地域
医療の核となる新病院が誕生し、市内の医療の役割分担と
連携が進んだことで、市内の診療所が増加し、医療体制が
充実しました。

現
在

5
年
後
の
め
ざ
す
姿

指標

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
地
域
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実

●
救
急
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実

地
域
医
療

4

こ
れ
も聞き

た
い

な
ぜ
、
か
か
り
つ
け
医
が
必
要
で
す
か
？

　
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
と
、
同
じ
医
師
に
継

続
し
て
診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
日

頃
の
生
活
習
慣
、
こ
れ
ま
で
か
か
っ
た
病
気
や

出
や
す
い
症
状
な
ど
を
把
握
し
て
も
ら
え
ま
す
。

体
調
の
変
化
で
気
に
な
る
こ
と
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
の
で
、
病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
専
門
的
な
検
査
や
治
療
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
も
、
症
状
に
合
っ
た
専
門
の
医

療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

紹
介
状
を
持
っ
て
い
け
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
診

す
る
こ
と
も
で
き
、
よ
り
適
切
か
つ
早
い
治
療

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
保
健
医
療
課
）

QA
市民編集員の

12在宅医療・介護連
携推進事業において、「か
かりつけ医を持ちましょう
～令和時代の地域医療」
をテーマに行った講演と
寸劇（令和元年度）。

1

2

朝倉さん
（60 代 男性）

が取り組みます！が取り組みます！ 市市民

●適切な医療情報を発信します。
●地域の関係機関と連携し、医療・

介護が必要となったときでも、住
み慣れた地域で暮らし続けるこ
とができる環境の整備を進めま
す。

●病気やケガの状況に応じて、適切
な医療機関を受診しましょう。

●日常的な診療や健康管理などを
行ってくれるかかりつけ医を持ち
ましょう。

●もしもの時に備えて、アドバンス・
ケア・プランニング（人生会議）に
ついて話し合ってみましょう。

患者が市外へ流出

在宅医療・ケアをテーマに行った
オンライン講演会（令和3年度）

アドバンス・ケア・プランニング（人生会議）とは、
もしもの時に備えて、受けたい医療やケアについての希望
や思いを家族や大切な人と話し合っておくことです。

人口10万人
あたり医師数

地域の医療環境の充実

令和3年3月末現在

198人

5年後増加へ

　

特
集
「
桑
名
市
総
合
計
画
を
ひ

も
と
く
」
の
第
９
弾
は
「
地
域
医

療
」
で
す
。

　

こ
こ
数
年
で
桑
名
市
の
地
域
医

療
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
大
き
な
要
因
は
、
や
は
り
桑
名

市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
存
在
で

す
。

　

平
成
30
年
に
開
院
し
た
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
は
現
在
、
急
性
期
医

療
、
小
児
・
周
産
期
医
療
、
高
度

医
療
へ
の
対
応
が
充
実
し
、
桑
員

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

を
担
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
医

師
な
ど
の
医
療
従
事
者
も
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
て
「
桑

名
は
医
療
過
疎
地
域
」
と
言
わ
れ

て
い
た
時
期
と
比
べ
る
と
、
大
き

く
改
善
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
私
と
し
て
は
、
単
に
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
整
備
で
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
桑
名
の
地
域
医
療

が
良
く
な
っ
た
、
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
桑
名
の
地
域
医
療
を
本

当
の
意
味
で
改
善
さ
せ
た
の
は
、

関
係
者
た
ち
が
、
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
整
備
に
向
け
て
、
熱
心
に
議

論
を
積
み
重
ね
た
こ
と
に
尽
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
完
成

す
る
ま
で
10
年
以
上
の
歳
月
が
か

か
り
ま
し
た
。
公
的
病
院
と
民
間

病
院
の
統
合
と
い
う
、
全
国
的

に
も
事
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
取

り
組
み
だ
っ
た
ゆ
え
に
、
何
度

も
危
機
が
訪
れ
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
た
び
に
、「
桑
名
の
地
域

医
療
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と

い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
桑
名

医
師
会
の
皆
さ
ん
や
議
員
の
皆

さ
ん
な
ど
と
、
徹
底
的
に
議
論

を
重
ね
、
よ
う
や
く
開
院
に
た
ど

り
着
い
た
の
で
す
。

　

現
在
直
面
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
お
い
て
も
、

桑
名
の
地
域
医
療
の
強
み
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
は
、
P
C
R
検
査

の
実
施
や
感
染
患
者
の
受
け
入
れ

な
ど
当
初
か
ら
し
っ
か
り
対
応

し
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
と
同
様
に
、
医
師
会
や
保

健
所
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

そ
う
と
献
身
的
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
か
か
り
つ
け
医
で
実

施
し
た
い
わ
ゆ
る
「
桑
名
市
モ
デ

ル
」
は
そ
の
良
い
事
例
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
体
制

を
、
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
医
師

会
、
各
医
療
機
関
、
関
係
機
関
と

し
っ
か
り
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
整

備
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

開院当初に内覧させていただきまし
たが、広い空間のナースステーショ
ンや最新医療機器などに驚きました。

地
域
医
療
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● 総合医療センター
　　  開院

＜ 市内の診療所数 ＞

09桑名市を良くする
重 要 な 11 の 事 業


